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Ⅰ 研究主題 

 

 

Ⅱ 令和４年度における諸調査の結果概要 

１ 小学校 

(1)  全国標準学力検査（ＮＲＴ）の結果 

  本調査は、４月に４学年で実施した。出

題内容は３学年までの学習内容である。 

正答率 

領域 
盛岡市 全国 全国比 

数と計算 68.9 63.5 109 

図形 65.0 61.5 106 

測定・ﾃﾞｰﾀの活用 62.0 59.5 104 

【大領域別集計結果】 

大領域別の平均正答率は、全国と比較す

ると、｢数と計算｣で 5.4 ポイント、｢図形｣

で 3.5ポイント、「測定・データの活用」で

2.5ポイント上回っている。しかし、小問別

では、「数直線・分数」「二等辺三角形の説

明」「二等辺三角形ではない判断」「メート

ル法・表をつくる」で、全国通過率を下回

った。 

通過率等 

小問内容 
盛岡市 全国 無答率 

数直線・分数 62 64 ５ 

二等辺三角形の説明 11 12 39 

二等辺三角形ではない 17 18 35 

ﾒｰﾄﾙ法・表をつくる 58 59 ７ 

【小問別通過率・無答率】 

通過率の低かった「二等辺三角形の説明」

は、記述式の問題であったことも影響して

いると考えられるが、「二等辺三角形ではな

い判断」の問題と併せて、図形の性質の理

解、図形の性質の活用した問題解決に課題

があることがうかがえる。 

 算数 国語 

標準偏差 10.5 9.9 

【標準偏差の比較】 

  得点の散らばりを表す標準偏差では、全

国平均値の 10.0を上回り、国語と比較し

ても数値が大きいことから、算数の学習内

容の定着具合には、ばらつきがあることが

うかがえる。 

 (2)  全国学力・学習状況調査の結果 

   本調査は、４月に６学年で実施した。出

題内容は５学年までの学習内容である。 

正答率 

領域・観点 
盛岡市 全国 全国比 

全体 65 63.2 103 

数と計算 71.5 69.8 102 

図形 66.2 64.0 103 

変化と関係 52.4 51.3 102 

データの活用 70.4 68.7 102 

知識・技能 69.9 68.2 102 

思考・判断・表現 58.6 56.7 103 

【領域別・観点別集計結果】 

領域別の平均正答率は、全国と比較す

ると、全体で 1.8ポイント、領域別では、

｢数と計算｣で 1.7ポイント、｢図形｣で 2.2

ポイント、｢変化と関係｣で 1.1ポイント、

｢データの活用｣で 1.7 ポイント上回って

いる。また、観点別では全国平均正答率

と比較すると、｢知識・技能｣で 1.7 ポイ

ント、｢思考・判断・表現｣で 1.9 ポイン

ト上回っている。しかし、設問別では、

「1050×４の計算」、「果汁が 30％含まれ

ている飲み物に果汁が 180mL 入っている
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ときの飲み物の量の求め方」、「正三角形

をかくことができる正しいプログラムに

書き直す」で、全国平均正答率を下回っ

た。 

正答率等 

小問内容 
盛岡市 全国 無答率 

1050×４の計算 91.7 92.4 0.2 

百分率を用いた 

未知の数量の求め方 
46.6 48.0 4.5 

正三角形の構成の仕

方に合うプログラム 
47.1 48.8 2.0 

【設問別正答率・無答率】 

全国平均正答率との比較から、「整数の計

算技能の習熟」「割合の意味と割合を用いた

数量の求め方の理解」「図形の意味や性質を

基に作図の仕方を多様に考えること」に課

題があることがうかがえる。 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できていますか。 

当てはまる 67.8 

どちらかといえば、当てはまる 65.3 

どちらかといえば、当てはまらない 59.1 

当てはまらない 50.8 

【児童質問紙調査と教科平均正答率クロス集計】 

児童質問紙調査における「学級の友達と

の間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができてい

ますか」への回答と平均正答率のクロス集

計では、肯定回答から否定回答になるにつ

れ、児童の正答率が低くなっている。また、

肯定回答と否定回答の差は 20 ポイントで

ある。これらのことから、算数の授業にお

ける言語活動の充実と成果が児童の正答

率へ影響していることがうかがえる。 

 

 

２ 中学校 

(1)  全国標準学力検査（ＮＲＴ）の結果 

  本調査は、４月に４学年で実施した。出

題内容は１学年までの学習内容である。 

正答率 

領域 
盛岡市 全国 全国比 

数と式 54.9 59.5 92 

図形 55.1 52.0 106 

関数 46.4 48.7 95 

ﾃﾞｰﾀの活用 55.7 55.4 101 

【大領域別集計結果】 

大領域別の平均正答率は、全国と比較す

ると、｢図形｣で 3.1ポイント、「データの活

用」で 0.3 ポイント上回ったが、「数と式」

で 4.6ポイント、「関数」で 2.3ポイント下

回った。また、中領域別では、「小学校まで

の計算」「正の数・負の数」「文字と式」「方

程式」「比例と反比例」で、全国通過率を下

回った。 

正答率 

中領域 
盛岡市 全国 全国比 

小学校までの計算 68.4 73.3 93 

正の数・負の数 63.5 66.0 96 

文字と式 53.3 58.3 91 

方程式 45.9 51.3 89 

平面図形 52.6 47.5 111 

空間図形 58.2 57.1 102 

比例と反比例 46.4 48.7 95 

ヒストグラムや相

対度数 
48.7 48.9 100 

多数回の試行によ

る確率 
71.5 70.0 102 

【中領域別集計結果】 

  中領域別集計結果から、「数と式」及び「関

数」の領域に関する内容について、学習内容
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の定着に課題があることがうかがえる。 

 数学 国語 英語 

標準偏差 11.3 9.0 10.9 

【標準偏差の比較】 

  得点の散らばりを表す標準偏差では、全

国平均値の 10.0を上回り、国語や英語と

比較しても数値が大きい。また、小学校の

標準偏差 10.5から 0.8ポイント数値が大

きくなっていることから、数学の学習内容

の定着具合は、ばらつきが広がっているこ

とがうかがえる。 

(2)  全国学力・学習状況調査の結果 

  本調査は、４月に３学年で実施した。出

題内容は２学年までの学習内容である。 

正答率 

領域 
盛岡市 全国 全国比 

全体 54 51.4 106 

数と式 61.7 57.4 107 

図形 44.4 43.6 102 

関数 45.7 43.6 105 

データの活用 59.2 57.1 104 

知識・技能 63.6 59.9 106 

思考・判断・表現 36.8 36.2 102 

【領域別・観点別集計結果】 

領域別の平均正答率は、全国と比較する

と、全体で 2.6ポイント、領域別では、｢数

と式｣で 4.3ポイント、｢図形｣で 0.8ポイン

ト、｢関数｣で 2.1ポイント、｢データの活用｣

で 2.1 ポイント上回っている。また、観点

別では全国平均正答率と比較すると、｢知

識・技能｣で 3.7 ポイント、｢思考・判断・

表現｣で 0.6 ポイント上回っている。しか

し、設問別では、「コマ回し大会で使用する

コマをヒストグラムの特徴を基に選び、選

んだ理由の説明」「目標の 300㎏を達成する

までの日数を求める方法の説明」で、全国

平均正答率を下回った。 

正答率等 

小問内容 
盛岡市 全国 無答率 

データの傾向を捉え、

判断の理由を説明 
40.1 44.0 0.6 

問題解決の方法を数学

的に説明 
37.5 38.4 17.9 

【設問別正答率・無答率】 

全国平均正答率を下回った設問が記述式

であったことも影響していると考えられる

が、「日常生活や社会の事象を考察する場面

において、ある事柄が成り立つ理由を数学

的な表現を用いて説明すること」「事象にお

ける数量の関係を見いだし考察する場面に

おいて、問題解決の方法について説明する

こと」に課題があることがうかがえる。 

学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、広げたりすることが

できていますか。 

当てはまる 59.4 

どちらかといえば、当てはまる 52.9 

どちらかといえば、当てはまらない 42.4 

当てはまらない 41.3 

【生徒質問紙調査と教科平均正答率クロス集計】 

生徒質問紙調査における「学級の生徒と

の間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができてい

ますか」への回答と平均正答率のクロス集

計では、肯定回答から否定回答になるにつ

れ、生徒の正答率が低くなっている。また、

肯定回答と否定回答の差は 18.1 ポイント

である。これらのことから、数学の授業に

おける言語活動の充実と成果が、小学校と

同様に生徒の正答率へ影響していること

がうかがえる。 

以上の令和４年度における諸調査の結果

から、明らかになった課題を解決するため
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の効果的な指導法について、授業改善の視

点から探っていくこととした。 

 

Ⅲ 研究目的 

令和４年度における諸調査の結果から明ら

かになった課題を解決するための授業につい

て、児童生徒の数学的な見方・考え方を豊か

にすることを目指した授業づくりから、授業

改善例を示す。 

 

Ⅳ 研究内容と方法 

１ 研究の内容 

（1） 数学的な見方・考え方を豊かにするこ

とについて 

 (2) 学習指導要領解説における数学的な見

方・考え方及び数学的活動について 

 (3) 単元や題材など内容や時間のまとまり

を意識した指導計画の作成と授業づくり

について 

２ 研究の方法 

 (1) 理論研究 

ア 数学的な見方・考え方を豊かにする

ことについて 

イ 学習指導要領における数学的な見

方・考え方及び数学的活動について 

  ウ 単元や題材など内容や時間のまとま

りを意識した指導計画と授業づくりに

ついて 

 (2) 実践研究 

  ア 令和４年度における諸調査の結果に

ついての分析 

イ 令和４年度における諸調査の結果か

ら明らかになった課題に関わる学習単

元の「指導と評価の計画」の作成 

ウ 授業実践 

エ 授業実践の考察と授業改善例の提案 

Ⅴ 研究の組織 

役職 氏名 所属 

班 長 髙橋 規真 下小路中学校 

副班長 白木志津江 仙北小学校 

 山田奈美子 玉山中学校 

 大浦みどり 青山小学校 

 

Ⅵ 研究の実際 

１ 理論研究 

（1） 数学的な見方・考え方を豊かにするこ

とについて 

学習指導要領における算数・数学科では、

数学的に考える資質・能力全体を「数学的

な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通

して」育成することを目指している。 

算数・数学科の学習では、「数学的な見方・

考え方」を働かせながら、知識及び技能を

習得したり、習得した知識及び技能を活用

して探究したりすることにより、生きて働

く知識となり、技能の習熟・熟達につなが

るとともに、より広い領域や複雑な事象の

問題を解決するための思考力、判断力、表

現力等や、自らの学びを振り返って次の学

びに向かおうとする力などが育成され、そ

のような学習を通じて、「数学的な見方・考

え方」が更に豊かで確かなものとなってい

くと考えられている。 

 

（学習指導要領解説【算数（数学）編】より） 
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そのためには、算数・数学の問題発見・

解決の過程（前ページ右下の図）が重要と

されており、学習指導の過程において、こ

の過程を重視するものとしている。 

 

そこで、本研究では、数学的な見方・考

え方と算数・数学科の問題発見・解決の過

程を関連付け、単元や題材など内容や時間

のまとまりを意識した指導計画を作成し、

数学的な見方・考え方を豊かにする授業づ

くりを進めていくこととした。 

 

(2) 学習指導要領解説における数学的な見

方・考え方及び数学的活動について 

ア  数学的な見方・考え方 

   「数学的な見方・考え方」のうち、「数

学的な見方」については、「事象を数量や

図形及びそれらの関係についての概念等

に着目してその特徴や本質を捉えること」

であると考えられる。また、「数学的な考

え方」は、「目的に応じて数、式、図、表、

グラフ等を活用しつつ、根拠を基に筋道立

てて（論理的に）考え、問題解決の過程を

振り返るなどして既習の知識及び技能等

を関連付けながら、統合的・発展的に考え

ること」であると考えられる。これらのこ

とから、算数・数学科における「数学的な

見方・考え方」は、「事象を、数量や図形

及びそれらの関係などに着目して捉え、根

拠を基に筋道立てて（論理的に）考え、統

合的・発展的に考えること」として整理し

ている。 

   「数学的な見方・考え方」は、数学的

に考える資質・能力を支え、方向付ける

ものであり、算数（数学）の学習が創造

的に行われるために欠かせないものであ

る。また、児童（生徒）一人一人が問題

を発見したり解決したりする際に積極的

に働かせていくものである。 

イ 数学的活動 

   数学的活動とは、事象を数理的に捉え

て、算数（数学）の問題を見いだし、問

題を自立的、協働的に解決する過程を遂

行することである。数学的活動において

は、単に問題を解決することのみなら

ず、問題解決の過程や結果を振り返っ

て、得られた結果を捉え直したり、新た

な問題を見いだしたりして、統合的・発

展的に考察を進めていくことが大切であ

る。この活動の様々な局面で、数学的な

見方・考え方が働き、その過程を通して

数学的に考える資質・能力の育成を図る

ことができる。 

   学習指導要領では、「数学的な見方・考

え方」を働かせた学習が展開されるよう内

容が整理されるとともに、学習指導の過程

においては、数学的に問題発見・解決する

過程を重視するものとしている。また、数

学的に問題発見・解決する過程においては、

各場面で言語活動を充実させ、それぞれの

過程を振り返り、評価・改善することが求

めている。 

 

(3) 単元や題材など内容や時間のまとまり

を意識した指導計画の作成と授業づくり

について 

ア 指導の評価と改善 

学習指導要領には、各教科等の目標の

実現に向けた学習状況を把握する観点か

ら、単元や題材など内容や時間のまとま

りを見通しながら評価の場面や方法を工

夫して、学習の過程や成果を評価し、指
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導の改善や学習意欲の向上を図り、資

質・能力の育成に生かすようにすること

と示されており、指導の評価と改善を推

進することが求められている。 

イ 主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業改善について 

学習指導要領解説算数・数学編では、

主体的・対話的で深い学びは、必ずしも

１単位時間の授業の中で全てが実現され

るものではない。単元など内容や時間の

まとまりの中で、例えば、主体的に学習

に取り組めるよう学習の見通しを立てた

り学習したことを振り返ったりして自身

の学びや変容を自覚できる場面をどこに

設定するか、対話によって自分の考えな

どを広げたり深めたりする場面をどこに

設定するか、学びの深まりをつくりだす

ために、児童（生徒）が考える場面と教

師が教える場面をどのように組み立てる

か、といった視点で授業改善を進めるこ

とが重要である。また、児童（生徒）や

学校の実態に応じ、多様な学習活動を組

み合わせて授業を組み立てていくことが

重要であり、単元（など）のまとまりを

見通した学習を行うに当たり基礎となる

「知識及び技能」の習得に課題が見られ

る場合には、それを身に付けるために、

児童（生徒）の主体性を引き出すなどの

工夫を重ね、確実な習得を図ることと示

されており、単元など内容や時間のまと

まりを意識して授業づくりを進めること

が求められている。  

 

２ 実践研究 

(1) 授業改善例を提案する単元と学習内容 

  令和４年度における諸調査の結果につい

て、研究員の分析を受け、授業改善例を提

案する単元と学習内容を次のとおりにする

こととした。 

ア 小学校第５学年「図形の角」 

   三角形の内角の和 

イ 小学校第４学年「垂直、平行と四角

形」 

  平行四辺形の作図 

ウ 中学校第２学年「一次関数」 

   一次関数の利用 

エ 中学校第２学年「データの比較」 

   箱ひげ図の意味 

(2) 単元の指導構想 

理論研究を踏まえ、上記の学習内容の指

導に当たっては、単元や題材など内容や時

間のまとまりを意識した指導計画を大事に

することとし、単元の指導構想に当たって

は、次のとおりに進めることとした。 

  ア 「『指導と評価の一体化』のための学

習評価に関する参考資料」（国立教育政

策研究所）に示されている考え方や手順

等に沿って単元の評価規準を作成する。 

  イ 単位時間の目標は、どのような数学的

な見方・考え方を働かせ、どのような数

学的活動を通して、どのような数学的に

考える資質・能力を育むのかという形で

具体的に設定する。併せて、算数・数学

の問題発見・解決の過程における重視す

る過程を明確にし、その場面での言語活

動の充実を図るために、数学的に表現し

伝え合う活動を工夫する。 

  ウ 単位時間の目標及び各単位時間で重

視する算数・数学の問題発見・解決の過

程に応じて、評価項目の精選と、各時間

における評価場面を精選し、「指導と評

価の計画」として整理する。 
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【参考：学習評価の進め方】 

 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資料より） 

 

(3) 授業改善例 

本研究を通しての授業改善例の提案を

次ページより示す。 

なお、ここで示している授業改善例は、

資料として 13 ページより掲載している

学習指導案をもとに授業実践を行い、授

業実践を通して得られた成果や課題等も

踏まえて提案するものである。 

 

 

 

 

【主な参考資料】 

 ・令和４年度全国学力・学習状況調査解説

資料（国立教育政策研究所教育課程研究

センター） 

 ・令和４年度全国学力・学習状況調査調査

報告書・結果資料（文部科学省、国立教

育政策研究所） 

 ・小学校学習指導要領解説【総則編】 

 ・小学校学習指導要領解説【算数編】 

 ・中学校学習指導要領解説【総則編】 

 ・中学校学習指導要領解説【数学編】 

 ・「指導と評価の一体化」のための学習評価

に関する参考資料【小学校 算数】 

・「指導と評価の一体化」のための学習評価

に関する参考資料【中学校 数学】 
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小学校 第５学年 算数科学習指導案 

                             児 童：仙北小学校 ５年４組 27名 

                             指導者：白木 志津江 

１ 単元名 

  図形の角を調べよう（東京書籍５年上 p84～95） 

 

２ 内容のまとまり 

  第５学年「B 図形」（１）平面図形の性質 

 

３ 単元の目標 

【知識及び技能】 

三角形や四角形など多角形についての簡単な性質を理解している。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 図形を構成する要素に着目し、図形の性質を見いだし、その性質を筋道立てて考え説明している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 平面図形について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいもの

を求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとしたり

している。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 三角形の三つの角の大きさ

の和が 180°になることや、

四角形の四つの角の大きさ

の和が 360°になることを

理解している。 

② 四角形の四つの角の大きさ

の和は、三角形の三つの角

の大きさの和を基にすれば

求められることを理解して

いる。 

① 三角形の三つの角の大きさ

の和が 180°であることを

帰納的に見いだしている。 

② 四角形の四つの角の大きさ

の和が 360°になることや

五角形の五つの角の大きさ

の和が 540°になることを、

三角形の三つの角の大きさ

の和が 180°であることを

基に、演繹的に考えている。 

① 三角形や四角形など多角形

についての簡単な性質につ

いて考えたことを振り返

り、それらのよさに気付き、

学習したことを生活や学習

に活用しようとしている。 

 

５ 指導と評価の計画（６時間） 

  本単元では、図形の角の大きさに着目し、図形の性質を見いだしたり、筋道立てて考え説明したりす

る数学的活動を通して、筋道立てて考えることに興味をもたせるようにするとともに、筋道立てて考え

ることのよさについても気付かせていくようにする。 

  本単元の指導に当たっては、問題解決の過程や結果を図や式を用いて数学的に表現し伝え合う活動

を重視していきたい。 

  そこで、本単元の指導に当たっては、次のことを重視する。 

  ◆第１・２時では、二等辺三角形や三角形の角の大きさを調べる場面を設定し、全ての三角形の内角

の和は 180°になることを結論付け、帰納的な考え方に興味をもたせていきたい。 

◆第４時、５時では、図や式を関連付けて内角の和の求め方の意味を解釈する場面を設定し、図と式

を行き来しながら数学的に表現し伝え合う活動の充実を図っていきたい。 

  

 

 

 

 

授業改善の例①資料 
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時

間 
目標 

重視 

する 

過程 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１  三角形の３つの角の大きさに着目し、二等辺三

角形の角の大きさを比較する活動を通して、二等

辺三角形の内角の和が 180°になることを説明で

きる。 

A1 

D2 

 ・思①（行動観

察・ノート分

析） 

・態①（行動観

察・発言内

容） 

２  三角形の３つの角の大きさに着目し、帰納的な

考え方により三角形の内角の和を求める活動に

取り組み、三角形の内角の和は 180°になること

を理解する。 

D2 ・知①（行動

観察・ノー

ト分析） 

○思①（行動観

察・ノート分

析） 

３  四角形の内角の和に着目し、三角形の内角の和

を基にして四角形の内角の和を求めたり、演繹的

な考え方により四角形の内角の和の求め方を説

明したりする活動を通して、四角形の内角の和が

360°になることを理解する。 

D2 ・知②（挙手・

発言） 

・思②（行動観

察・ノート分

析） 

〇態①（ノート

分析・発言内

容） 

４  図形の内角の和に着目し、既習の図形の内角の

和を基にして多角形の内角の和を求める活動を

通して、多角形の内角の和を求める方法を説明で

きる。 

D2  ○思②（行動観

察・ノート分

析） 

 

５  四角形を隙間なく敷き詰めた図形の一点に着

目し、その点の構成を考察する活動を通して、合

同な四角形が敷き詰められることの理由を説明

できる。 

C 

D1 

  ・態①（ノート

分析・行動観

察） 

６  本単元を振り返り、自己の学びを評価してい

る。 

 

 

○知①②（ノ

ート分析） 

○思①②（ノー

ト分析） 

〇態①（ノート

分析・行動観

察） 

 

６ 本時の指導（１／６時目） 

 (1)本時の授業 

   二等辺三角形の内角の和を調べて比較する活動を通して、三角形の内角の和が一定になることを

帰納的に導く授業。 

(2)板書計画案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア…30＋75＋75＝180 

イ…60＋60＋60＝180 

ウ…90＋45＋45＝180 

 二等辺三角形の３つの角の大きさ

の和は、180°になるのか調べよう。 

 二等辺三角形の３つの角の

大きさの和は、180°になる。 

・角 O が大きくなると

角 A、角 B は小さくな

っている。 

・逆に、角 A、角 B が大

きくなると、 

角 O が小さくなって

いる。 

・ウの三角形は三角定

規と同じだから、角

A・Bはどちらも 45°。 

 二等辺三角形の３つの角の大き

さを調べよう。 

他の三角形でも
３つの角の大き
さの和は 180°
になるのかな？ 

イとウの３つの角の大きさの和は 180° 

すべて 180°！ 

約 180°といえる 

誤差かも？ 

ア イ ウ エ オ

角O ３０° ６０° ９０° １２０° １５０°

角A ７５° ６０° ４５° ３０° １５°

角B ７５° ６０° ４５° ３０° １５°
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(3)主な発問と指導上の留意点（※） 

＜問題把握＞ 

T:（p.84 の図アを提示する。） 

 何という三角形ですか。 

C:二等辺三角形です。 

T:なぜですか。 

C:円の半径の長さは等しいので、辺

OA と辺 OB が等しいからです。 

T:角の大きさはどうかな。 

C:２つの角の大きさが等しいです。 

C:角 Aと角 Bの大きさは等しいです。 

T:３年生で習ったことだったね。 

T:みんなも円の半径を使って、二等

辺三角形を描いてみましょう。 

（ワークシートに描き込む） 

T:これから５つの二等辺三角形を順

番に見せていきます。角 O や角 A、

角 B の大きさはどのように変わっ

ていますか。 

（p.84 の図イ～オを１つずつ提示す

る。） 

C:角 O が大きくなると角 A、角 B は小

さくなっています。 

C:逆に、角 A、角 B が大きくなると、

角 O が小さくなっています。 

C:角Oは30°ずつ大きくなっている。 

T:ウの二等辺三角形は、みんなもよ

く知っている三角形です。持って

いるよ！ 

C:三角定規だ！ 

T:ウの角 A、B は何度？ 

C:45°です。 

T:４年生のときの学習だね。実は、イ

の三角形もみんながよく知ってい

ます。辺 AB の長さを測ってみて。 

C:３㎝だ。 

C:正三角形です。 

T:正三角形は３つの角の大きさが… 

C:すべて等しい！ 

C:角 A、Bは 60°だ。 

T:イ、ウの３つの角の大きさから分

かることないかな？ 

C:３つの角の大きさをたすと、どち

らも 180°になっている！ 

T:ア、エ、オの二等辺三角形について

調べてみたいことは？ 

C:３つの角の大きさを調べたい。 

C:３つの角の大きさの和が 180°に

なるかを調べたい。 

T:他の二等辺三角形でも 180°にな

るかな？調べていきましょう。 

 

＜課題把握・見通し＞ 

 

 

 

 

T:どのように調べればいいかな。 

C:分度器で角の大きさを測る。 

 

＜問題解決＞ 

T:では、調べてみましょう。 

（p.85 の図形と表のワークシートを

配付する。） 

C:（各自分度器で角の大きさを調べ

て、表にまとめていく。） 

T: ア、エ、オの３つの角の大きさの

和は何度になりましたか。 

（話し合い） 

※話し合いの様子から、分度器によ

る測定では、誤差が生じる場合が

あったことを想起させたり、およ

その数によって結論付けたりす

る。 

C:３つの角の大きさをたすと、全部

180°になっています。 

C:本当だ！ 

T:みんなが描いた二等辺三角形も

180°になっているかな？測って

みよう。 

C:180°になりました。 

T:このことから、どんなことが言え

るかな？ 

C:二等辺三角形の３つの角の大きさ

の和は 180°になる。 

＜まとめ＞ 

 

 

 

T:180°になるのは、二等辺三角形だ

けなのかな。 

C:二等辺三角形だけだと思う。 

C:正三角形でも 180°だったから、他

の三角形でも 180°になると思う。 

T:どうすれば、確かめられる？ 

C:適当に三角形をかいて、その角を

分度器で調べる。 

T:調べてみたい？（はい！）では、調

べてみましょう。 

 （活動） 

※調べた結果について小グループで

確認する。 

C:大体 180°といえる。 

 

T:今日は、180°になるんじゃないか

なと予想をもとに、色々な二等辺

三角形を調べてみて、180°になる

と言うことができましたね。色々

なものを調べて結論を出すのは、

算数はもちろん、算数以外でも大

事な考え方なんだよ。大事な学習

の進め方ができました。 

 

 二等辺三角形の３つの角の大き

さの和は、180°になる。 

 二等辺三角形の３つの角の大き

さの和は、180°になるのか調べよ

う。 
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小学校 第４学年 算数科学習指導案 

                                児 童：青山小学校 ４年２組 27名 

                                指導者：大浦 みどり 

１ 単元名 

  四角形の特徴を調べよう（東京書籍４年下 p18～39） 

２ 内容のまとまり 

  第４学年「B 図形」（１）平行四辺形、ひし形、台形などの平面図形 

３ 単元の目標 

【知識及び技能】 

直線の垂直や平行の関係、平行四辺形、ひし形、台形などの平面図形の構成を理解している。 

【思考力・判断力・表現力等】 

図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、構成の仕方を考察し、図形の性質を見出すともに、 

その性質を基に既習の図形を捉え直している。 

【学びに向かう力、人間性等】 

平面図形について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的にとらえ検討してよりよいものを

求めて粘り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したことを今後の生活や学習に活用しようとしたりし

ている。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 直線の平行や垂直の関係につ

いて理解し、平行な二直線や

垂直な二直線をかくことがで

きる。 

② 平行四辺形、ひし形、台形の

意味や性質、対角線について

知り、平行四辺形、ひし形、

台形をかくことができる。 

① 図形を構成する要素及びそれ

らの位置関係に着目し、構成

の仕方を考察し図形（平行四

辺形、ひし形、台形）の性質

を見いだしている。 

② 四角形（平行四辺形、ひし形、

台形）について、かき方を考

えている。 

③ 見出した図形の性質を基に、

既習の図形（正方形、長方形）

を捉え直している。 

① 身の回りから平行や垂直にな

っている二直線や平行四辺

形、ひし形、台形を見つけ、

どのような性質を活用してい

るかを考え、そのよさに気付

いている。 

② 平行四辺形、ひし形、台形で

平面を敷き詰める活動を通し

て、これらの図形が平面を敷

き詰めることができるという

よさやできた模様の美しさに

気付いている。 

５ 指導と評価の計画（13時間） 

  本単元では、直線の位置関係（垂直・平行）や四角形の構成について理解し、図形の性質を見いだし、そ

の性質を活用して考える数学的活動を通して、図形についての見方や感覚を豊かにしていきたい。 

  そこで、本単元の指導計画では、作図に係る学習において次のことを重点とする。 

◆作図の学習では、図形の性質・構成要素などに注目し、それらを活用して作図の仕方を考えることがで

きるようにする。 

  ◆デジタルコンテンツを用いて、作図の技能の定着を図る。 

時

間 
目標 

重視 

する 

過程 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 
思考・判断・表

現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 2 本の直線の交わり方に着目し、四角形を弁別する

活動を通して、直線の垂直な関係について理解する。 
A1  ・思①（ノート分

析・行動観察） 

 

２ 三角定規の直角部分に着目し、三角定規を使って、

垂直な直線を書く活動を通して、直線の垂直な関係

についての理解を深める。 

C 

 

・知①（ノート

分析） 

  

３ 2 本の直線の並び方に着目し、2 本の直線と別の直線

の交わり方を調べる活動を通して、直線の平行な関

係について理解する。 

A1 

 

 ・思①（ノート分

析・行動観察） 

 

４ 平行な直線と直線が交わってできる角の大きさや平

行な直線の幅に着目して、それらを調べる活動を通

して、平行な直線の特徴を理解する。 

D1 

 

・知①（発言内

容） 

 ・態①（行動観

察・発言内容） 

５ 平行な直線の同位角が等しいことに着目し、三角定

規を使って平行な直線を書く活動を通して、直線の

平行な関係についての理解を深める。 

C 

 

〇知①（ノート

分析） 

  

授業改善の例②資料 
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６ 方眼の特徴に着目し、垂直や平行な直線を書いたり

見つけたりする活動を通して、方眼上の直線の垂直

や平行の関係を理解する。 

C ・知①（ノート

分析） 

・思③（ノート

分析・行動観

察） 

 

７ 平行な辺の組数に着目して、四角形を分類する活動

を通して、台形と平行四辺形の特徴を理解する。 
D2  ・思①（ノート

分析・行動観

察） 

 

８ 辺の位置関係や長さ、角の大きさに着目し、調べる

活動を通して調べたことをもとに平行四辺形の特徴

について説明することができる。 

D1 

 

 ・思①（ノート

分析・行動観

察） 

 

９ 

本 

時 

平行四辺形の辺の位置関係や構成要素に着目し、頂

点Ⅾの位置の決め方を考える活動を通して、平行四

辺形を作図することができる。 

C 

 

・知②（発言内

容・ノート分

析） 

・思②（ノート

分析・行動観

察） 

 

10 ひし形の辺の位置関係や構成要素に着目し、それら

を調べたりひし形の作図について考えたりする活動

を通してひし形の性質について理解する。 

D2 

 

・知②（発言内

容・ノート分

析） 

  

11 様々な四角形の対角線に着目し、様々な四角形との

相互関係を調べる活動を通して、様々な四角形の特

徴を深める。 

D2 

 

 〇思②（ノート

分析・行動観

察） 

 

12 平行四辺形等を敷き詰める活動を通して、日常生活

で四角形の性質が活用されている事象について考察

する。 

D1   〇態②（行動観

察・発言内容） 

13 単元の学習を振り返り、学習内容の定着を確認する

とともに、学習内容を振り返り、自己の学びを評価

している。 

 〇知①②（ペー

パーテスト・ノ

ート分析） 

  

 

６ 本時の指導（9／13時目） 

(1)本時の授業 

平行四辺形の性質と構成要素に着目し、頂点Ⅾの位置の決め方について考える授業。 

(2)板書計画案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頂点Ｄの位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頂点Ｄの位置をどのようにし

て決めることができるのか考え

よう。 

平行四辺形の性質を使えば、

頂点Ｄの位置を決めること

ができる。 

・向かい合う辺は平行 

・向かい合う辺の長さは同じ 

 

〈三角定規〉〈コンパス〉 

・辺 BC に平行な辺と 

辺 AB に平行な辺が交わっ

たところ 

（長さは関係ない） 

・頂点Ａから４㎝で頂点

Ｃから３㎝のところ 

片方だけじゃだめ 

 

向かい合う辺が平行 

〈コンパス〉同じ長さ 

向かい合う辺の長さが同じ 

〈三角定規〉平行 

角 B60 度〈三角定規〉 

〉 

角 B120 度〈コンパス〉 

角 B90 度 

〉 
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(3)主な発問と指導上の留意点（※） 

〈問題の把握〉 

T:今日は、図の平行四辺形の書き

方を考えます。 

T:はじめに、辺ＢＣが４㎝、角Ｂが

70 度になる辺ＡＢを書きまし

た。 

※ノートに同じようにかかせる。 

T:あと、何が決まれば問題の平行

四辺形になりますか？ 

C:辺ＢＣに平行な辺 

C:辺ＡＢに平行な辺 

C:辺ＢＣと向かい合う４㎝の辺 

C:辺ＡＢと向かい合う３㎝の辺 

C:頂点Ｄ 

※頂点Ｄの発言が出なくても深追

いしない。 

T:辺ＢＣに平行な辺と辺ＡＢに平

行な辺が交わったところは何に

なるの？ 

C:頂点Ｄ 

T:頂点Ｄの位置が正しく決まれば

問題と同じ平行四辺形ＡＢＣＤ

がかけるということですか？ 

C:そうです。 

頂点Ｄの位置は、どのようにし

て決めればよいのか考えよう。 

T:頂点Ｄはどこになりますか。見

当をつけましょう。 

T:（頂点Ｄの位置の見当をつける） 

T:みんなが見当をつけた頂点Ｄの

位置は頂点Ａから何㎝のところ

にあるのですか？ 

C:４㎝。 

T:頂点Ａから４㎝のところは、こ

こやここやここもなんだけど、

見当をつけたところと違うよ？ 

※頂点Ａから４㎝で頂点Ｃから３

㎝ではない位置をいくつか示し

て考えさせる。 

C:頂点Ｃから３㎝のところじゃな

きゃダメ。 

C:頂点Ａから４㎝で頂点Ｃから３

㎝の２つクリアしていないとダ

メ。 

T:頂点Ｄの位置を確認します。 

頂点Ｄは、頂点Ａから４㎝で頂

点Ｃから３㎝のところというこ

とでよいですか。 

C:はい。 

T:何を使えば頂点Ｄの位置を正し

く決めることができますか？ 

C:頂点Ａから４㎝で、頂点Ｃから 

３㎝のところが頂点Ｄになるか

らコンパスがあれば、位置を決

めることができる。 

C:頂点Ａから４㎝と頂点Ｃから３

㎝の交わったところを見つけた

いからコンパスを使う。 

T:このとき、分度器を使う必要は

ありますか？ 

C:必要ない。 

※分度器が不要な理由を問う。 

T:コンパスと頂点同士をつなぐ直

線をかく定規があればかけると

いうことですね。 

T:辺ＢＣに平行な辺と辺ＡＢに平

行な辺が交わったところが頂点

Ｄになると最初に言っていたけ

ど、コンパスを使わないで頂点

Ｄの位置を決める方法はない？ 

C:三角定規を使って辺ＢＣと平行

な辺と辺ＡＢと平行な辺をかい

てみる。そして、交わるところを

見つける。 

T:辺ＢＣに平行な辺と辺ＡＢに平

行な辺が交わる点を、三角定規

を使って決めようとしているの

ですね。 

T:このとき、分度器を使う必要は

ありますか？ 

C:必要ない。 

※分度器が不要な理由を問う。 

C:平行な直線をひくだけだから必

要ない。 

T:このとき長さを測る必要はあり

ますか？ 

C:必要ない。 

※長さを測る必要がない理由を問

う。 

T:２つの方法で頂点Ｄの位置が決

められますね。実際にやってみ

ましょう。 

 まずは、三角定規だけを使って

頂点Ｄの位置を決めましょう。 

〈課題解決〉 

T:頂点Ｄが正しい位置かを確かめ

ます。 

T: 頂点Ａから４㎝で、頂点Ｃから 

３㎝の位置にあるか辺の長さを

測って調べましょう。 

（C:隣の児童がかいた平行四辺

形をチェックする） 

T:この決め方は、平行四辺形のど

んな性質を使っていますか。 

C:平行四辺形の向かい合う２組の

辺は平行という性質。 

T:次にコンパスを使って頂点Ｄの

位置を決めます。頂点Ｄの位置が

決まったら、頂点同士を直線でつ

なぎ、平行四辺形を完成させま

す。 

〈課題解決〉 

T:頂点Ｄが正しい位置かを確かめ

ます。 

T: 辺ＡＢと辺ＣＤ、辺ＢＣと辺Ａ

Ｄがそれぞれ平行になっている

かを調べましょう。 

（C:隣の児童がかいた平行四辺形

をチェックする） 

T:この決め方は、平行四辺形のどん

な性質を使っていますか？ 

C:向かい合う辺の長さは同じとい

う性質を使っている。 

平行四辺形の性質を使えば、頂

点Ｄの位置を決めることができ

る。 

・向かい合う２組の辺は平行 

・向かい合う辺の長さが等しい 

〈適用問題〉 

T:では練習問題に取り組みます。 

 ①は三角定規を使って、②はコン

パスを使って書きましょう。 

C:（適用問題に取り組む） 

① 角Ｂが 60 度のとき 

② 角Ｂが 120 度のとき 

（①では平行を使ったやり方を取

り上げて②では同じ長さを使った

書き方を取り上げる） 

※時間に余裕があれば、作図した①

と②の平行四辺形を比較し、対称

な図形であることに気付かせる。 

T:角Ｂが 90 度のとき、どんな四角

形になるかな。 

C:長方形 

T:本当に長方形？ 

C:だって、平行四辺形の向かい合う

二組の辺は平行で角が直角だか

ら。 

T:今日は平行四辺形の性質を使え

ば、辺の長さ、角度、平行の全て

を使わなくても頂点Ｄの位置を

決めることができることを学習

しました。 

※板書をもとに問題解決の過程を

振り返りながら、上記の価値付け

を行う。 
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中学校 第２学年 数学科学習指導案 

                               生 徒：下小路中学校 ２年５組 37名 

                               指導者：髙橋 規真 

１ 単元名 

  ３章 一次関数（東京書籍 p57～p94） 

２ 内容のまとまり 

  第２学年「Ｃ 関数」（１）一次関数 

３ 単元の目標 

【知識及び技能】 

一次関数についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学

的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 数量の変化や対応に着目して関数関係を見いだし、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考

察し表現することができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

 一次関数について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生

かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 一次関数について理解してい

る。 

② 事象の中には一次関数として

捉えられるものがあることを

知っている。 

③ 二元一次方程式を関数を表す

式とみることができる。 

④ 一次関数の関係を表、式、グ

ラフを用いて表現したり、処

理したりすることができる。 

① 一次関数として捉えられる二

つの数量について、変化や対

応の特徴を見いだし、表、式、

グラフを相互に関連付けて考

察し、表現することができる。 

② 一次関数を用いて具体的な事

象を捉え考察し表現すること

ができる。 

① 一次関数の良さを実感して粘

り強く考えようとしている。 

② 一次関数について学んだこと

を生活や学習に生かそうとし

ている。 

③ 一次関数を活用した問題解決

の過程を振り返って評価•改

善しようとしている。 

５ 指導と評価の計画（19時間） 

  本単元では、具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通して、一次関数について考

察する。これらの学習を通して、関数関係を見いだし考察し表現することができるようにする。 

本単元の指導に当たっては、具体的な事象の中から取り出す二つの数量を一次関数と見なす根拠について

考察する活動、変化や対応の様子を表、式、グラフを用いて説明する活動を重視することで生徒の数学的な

見方•考え方を鍛えたい。また、一次関数を活用した問題解決の過程を振り返って、評価・改善しながら日

常の問題解決に一次関数を活用する態度を育てていきたい。 

そこで、本単元の指導計画に次のような工夫を加える。 

◆一次関数として捉えられる二つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相

互に関連付けて考察する活動を取り入れる。 

◆具体的な事象の中から取り出した二つの数量について、変化や対応の様子を表やグラフを利用し事象

を理想化•単純化することで、一次関数と見なすことができる根拠を考察し、問題解決する活動を取り

入れる。 

授業改善の例③資料 
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時

間 
目標 

重視 

する 

過程 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 水の温度の上がり方に着目し、時間と温度の変化を表

とグラフを用いて調べることを通して、変化の特徴を説

明することができる。 

Ａ１ ・知① 

（行動観察） 

 ・態① 

（行動観察） 

２ 伴って変わる２つの数量の間の関係に着目し、二つの

変数の関係を𝓎 = 𝒶𝓍 + 𝑏で表すことを通して、一次関数

の意味を理解できる。 

Ａ２ ・知② 

（小テスト） 

  

３ 一次関数の値の変化の特徴に着目し、𝓍の増加量に対

する𝓎の増加量の割合を求める活動を通して、変化の割

合の意味を理解し、一次関数の表の値から変化の割合を

求めることができる。 

Ａ２ ・知① 

（小テスト） 

・思① 

（行動観察） 

 

４ 一次関数のグラフをかく方法に着目し、比例のグラフ

と比較する活動を通して、一次関数のグラフの特徴を捉

え、グラフの切片の意味を理解する。 

Ａ２ ・知① 

（ノート記述） 

  

５ 変化の割合とグラフの関係に着目し、変化の割合をグ

ラフ上の点の移動で表す活動を通して、グラフの傾きの

意味を理解する。 

Ａ２ ・知① 

（ノート記述） 

  

６ 一次関数の表、式、グラフの関連に着目し、一次関数

の性質を考察することを通して、切片と傾きを用いてグ

ラフをかくことができる。 

Ａ２ ・知① 

（小テスト） 

・思① 

（行動観察） 

 

７ 一次関数の式を求める方法に着目し、グラフから傾き

と切片を読み取る活動を通して、一次関数のグラフから

直線の式を求めることができる。 

Ｃ ・知⑤ 

（小テスト） 

・思① 

（行動観察） 

 

８ 一次関数の式を求める方法に着目し、与えられた条件

から直線の式を求めることを通して、１点の座標と傾き

から直線の式を求めることができる。 

Ｃ ・知⑤ 

（小テスト） 

  

９ 一次関数の式を求める方法に着目し、与えられた条件

から直線の式を求めることを通して、２点の座標から直

線の式を求めることができる。【１、２節の振り返り】 

Ｃ ・知⑤ 

（小テスト） 

 ○態①② 

（振り返りシ

ート） 

10 二元一次方程式の解の意味に着目し、𝓍と𝓎の値の組を

座標とするグラフの特徴を考察する活動を通して、二元

一次方程式のグラフをかくことができる。 

Ａ２ ・知③ 

（行動観察） 

  

11 二元一次方程式のグラフの特徴に着目し、グラフと座

標軸の交点を求める活動を通して、２点の座標からグラ

フをかくことができる。また、𝓍軸、𝓎軸に平行なグラフ

をかくことができる。 

Ａ２ ・知③ 

（行動観察） 

  

12 二元一次方程式と連立方程式の解に着目し、二つのグ

ラフの交点の座標を求める活動を通して、２直線の交点

の座標は、連立方程式の解として求められることを理解

する。【３節の振り返り】 

Ｄ２ ・知③ 

（行動観察） 

 ○態①② 

（振り返りシ

ート） 
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13 ペットボトル飲料の温度の変化に着目し、温度は時間

の一次関数といえるかどうかを、表やグラフを用いて考

察する活動を通して、現実的な事象における二つの数量

の関係を一次関数とみなして問題を解決する方法を説

明できる。 

Ａ１ 

Ｄ１ 

 ・思② 

（行動観察、ノ

ート記述） 

・態③ 

（行動観察、ノ

ート記述） 

14 気温が標高の一次関数であるとみなし、山小屋周辺の

気温を予測する活動を通して、現実的な事象から二つの

数量を取り出し、その関係を一次関数とみなして問題を

解決することができる。 

Ｄ１  ・思② 

（行動観察、ノ

ート記述） 

15 カーフェリーとジェットフォイルがすれ違う時刻に

着目し、運行の様子をグラフに表して予測する活動を通

して、現実的な事象から二つの数量を取り出し、一次関

数のグラフを基にして考察し、表現できる。 

Ｄ１  ・思② 

（行動観察、ノ

ート記述） 

16 長方形の周上を動く点と頂点を結んでできる三角形

の面積の変化について考察することを通して、現実的な

事象から二つの数量を取り出し、その関係を表、式、グ

ラフを用いて表現できる。 

Ｄ２  ・思② 

（行動観察） 

 

 

17 【章の問題】、【４節、単元の振り返り】  ・知①－④ ○思②  

18 

本

時 

表、式、グラフを用いて桜の開花日を予想する活動を

通して、日常生活や社会の事象を一次関数とみなし、問

題を解決することができる。 

Ｄ１   ○態③ 

（行動観察、ノ

ート記述） 
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単元全体の学習内容についてのテストに取り組み、単

元で学習したことがどの程度身に付いているかを自己

評価できるようにする。 

 ○知①－⑤ 

（単元テスト） 

○思①－② 

（単元テスト） 

 

６ 本時の指導（18／19時目） 

（1）本時の授業 

表、式、グラフを用いて「桜の開花日は３月の平均気温の一次関数である」とみなして桜の開花日を予

想し、日常生活や社会の事象を一次関数とみなして考えるよさを改めて実感させる授業。 

（2）板書計画 

３月の平均気温から今年の桜の開花日を予想しよう   グラフが直線 →  一次関数とみなせる 

 

                       生徒 A  予想日４月○日    生徒 B  予想日４月○日 

                                

                    

                     

 

 

 

 

 

確認○予想ができる→規則性がある 

○おおよその予想日でよい  

20年分のデータ 

◎データの規則性から、一次関数とみなして考えた！ 

◎一次関数とみなせば、表・式・グラフを使える！ 

◎データが多い時、ほぼ真ん中を通る直線で予想してよい！ 

今年の３月の 

平均気温は 3.7℃ 
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（3）主な発問と指導上の留意点 

T:桜の開花日は、どのように予想

していると思いますか？ 

S:コンピュータ。蕾の成長から。

気温。過去の色々なデータ。 

T:桜の開花日は３月の平均気温を

基にして予想されています。今

日は桜の開花日を予想しよう。 

T:どうすれば予想できると思う？ 

S:去年の開花日から予想する。 

S:グラフに表す。 

S:気温が高いと開花日は早そう。 

S:気温が低いと開花日は遅い。 

T:何かほしい情報はありますか？ 

S:３月の平均気温と開花日を知り

たいです。 

T:何年分知りたいですか？ 

S:３年！ 

S:10年くらいかな！ 

T:今日は 20年分用意しました！

このデータを使って、桜の開花

日を予想しよう！ 

３月の平均気温から、今年の桜の 

開花日を予想しよう。 

T:２点、確認します。 

「予想ができる」かどうかをど

のようにして判断しますか？ 

S:規則性の有無 

T:このデータに何らかの規則性が

あれば、その規則性に従って予

想することができるということ

で、方向性はいいですか？ 

T:２つ目の確認です。開花予想が

１日や２日ずれたら大問題です

か？ 

S:そんなことはない。 

T:ということは、今回は「おおよ

その予想で構わない」というこ

とでよいですね。多少ずれても

いいから、今年の開花日を予想

しよう。ちなみに、今年の３月

の平均気温は 3.7℃でした。 

＜生徒の様子を見守る＞ 

T:完全に止まっている人もいるみ

たいだから、取り掛かりのヒン

トを誰かくれる？ 

T:規則性があるかを確かめるため

に、まず何をしているの？ 

S:点を書いています。 

T:なぜ点を書こうと思ったの？ 

S:規則性を見つけたいから。 

S:ペットボトルや富士山の時もそ

うやって予想したから。 

T:そうですか。予想を続けよう。 

＜生徒の様子を見守る＞ 

T:何か困っていますか？ 

S:一次関数とみなしてよいか分か

らない。 

T:困っている人いるから、助けて

あげよう。「みなしてよいか分

かからない」ってどういうこ

と？ 

もう少し詳しく教えて。 

S:まっすぐ並んでいると言ってよ

いかで迷っている。 

T:どうして、まっすぐ並んでいる

って言いたいの？誰か○○さん

と同じ考え方の人いる？理由も

言える？ 

S:グラフが直線になれば、「１次

関数」という関数関係があると

いえて予想ができるから。 

T:なるほど、グラフの特徴に目を

つけて考えようとしているんだ

ね。この考え方についてどう思

う？よいのかな？ 

S:よいとおもう。 

T:それでは、予想を続けよう。 

 ヒントはもう十分。あとは予想

開花日まで出しましょう！どう

しても進め方が不安な人は周り

に確認しながらでもよいです。

あと〇分で結論を出そう。 

＜生徒の様子を見守る＞ 

T:予想できた？ 

S:できました。 

S:できませんでした。 

T:では、どのように予想開花日を

考えたか説明してください。 

【生徒から引き出して価値付けた

い単元の学習事項】 

①グラフを使って考えようとした 

 ⇒グラフのよさ 

②おおよその予想でいい事象であ

るから、点の散らばり具合から

直線的に並んでいると考え、１

次関数とみなした 

⇒数学的な見方・考え方を働かせ

ている姿 

③グラフを使ってどのように予想

したかの手順・経過の説明 

⇒数学用語を適切に用いて説明で

きているか 

④導き出した予想 

⇒本時の振り返りで、数学を使っ

て予想できたことを十分に価値

づける 

（予想日に多少の誤差があっても

よい。大きな間違いが生じてい

た場合は、何を改善すればよい

かを考えさせる。） 

T:では、今日の学びを振り返って

ください。（感想記入） 

①今日は何ができるようになりま

したか。（どうしてできたの

か、何がよかったのか） 

②もう一度予想するとしたら、ど

んなことを工夫したいか。 

③自分の考えが変わった、勉強に

なったと思うこと。 

T:数学の力ってすごいですよね！

それでは、今年の開花日を発表

します。４月 14日です！ 
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中学校 第２学年 数学科学習指導案 
生 徒：玉山中学校２年Ａ組 

授業者：山田 奈美子 

１ 単元名 

  ７章「データの比較」（東京書籍 p177～p192） 

２ 内容のまとまり 

  第２学年「Ｄ データの活用」(1)データの分布 

３ 単元の目標 

 【知識及び技能】 

四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解し、コンピュータなどの情報手段を用いるなどし 

てデータを整理し箱ひげ図で表すことができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り、批判的に考察し判断す

ることができる。 

【学びに向かう力、人間性等】 

   数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする 

態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度、多様な考えを認め、よりよく問 

題解決しようとする態度を養う。 

４ 単元の評価規準 

知識・理解 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 四分位範囲や箱ひげ図の必

要性を理解している。 

② コンピュータなどの情報手

段を用いるなどしてデータ

を整理し箱ひげ図で表すこ

とができる。 

① 四分位範囲や箱ひげ図を用

いてデータの分布の傾向を

比較して読み取り、批判的

に考察し判断することがで

きる。 

① 四分位範囲や箱ひげ図の必

要性と意味を考えようとし

ている。 

② データの分布について学ん

だことを生活や学習に生か

そうとしている。 

③ 四分位範囲や箱ひげ図を活

用した問題解決の過程を振

り返って検討しようとして

いる。 

５ 単元の指導と評価の計画（６時間） 

本単元では、第１学年の学習を踏まえて、四分位範囲や箱ひげ図を学習することで、複数の集団

データの分布の傾向を比較して読み取り、批判的に考察したり判断したことを説明したりすること

を学習する。 

令和４年度全国学力・学習状況調査の結果から、箱ひげ図の箱が示す区間に含まれているデータ

の個数と散らばりの程度について、データの個数が等しいことを正しく理解できていない生徒の割

合は、盛岡市は 40.8％、全国は 46.3％だった。そこで、本単元の指導に当たっては、生徒が身近に

感じやすい題材として、過去５年間の盛岡市の８月の気温データを用いながら、データを磁石に置

き換えて並び替える等視覚的に捉えやすい数学的活動を通して、箱ひげ図の意味や必要性について

丁寧に指導する。 

授業改善の例④資料 
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また、１学年の学習内容である代表値は、本単元でも生徒かデータの傾向を説明するために主体

的に活用されることが望ましいと考え、本校生徒の実態を踏まえて、１時間目に既習事項を丁寧に

復習し、それを踏まえて、２時間目以降の箱ひげ図の学習を行いたい。本校生徒の実態から、「気温

に着目すると今年の夏はどんな夏だったといえるか数学的に説明しよう」を単元を貫く課題とし、

前半の４時間でじっくりと箱ひげ図の意味や必要性、読み取りについて考え、５時間目で既習であ

るヒストグラムとの比較をしながらそれぞれの良さについて考える時間を設けたい。 

時 目標 
重視す

る過程 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 複数の資料のデータや代表値

に着目して、それを比較する活動

を通して、既習事項の復習と箱ひ

げ図の必要性について理解する。 

Ａ１ ・知①（観察）  ・態①（観察） 

２ 

本

時 

箱ひげ図の箱や線の部分に含

まれているデータの個数に着目

し、データを整理し、四分位数を

求める活動や四分位数を読み取

る活動を通して、箱ひげ図の意味

について理解する。 

Ｃ ・知①（観察） 

・知②（ノート） 

 

３ ５つの箱ひげ図の特徴に着目

し、箱ひげ図を用いてデータの分

布の傾向を読み取る活動を通し

て、複数の箱ひげ図からデータ分

布の傾向の違いを考察し、判断し

た結果を説明することができる。 

Ｂ 

 

 

・知①（観察） ・思①（ノート） 

４ Ｄ１ ・知②（観察） 〇思①（発表・

ノート） 

〇態②（観察） 

５ 箱ひげ図の形に着目し、箱ひげ

図とヒストグラムを対応させる

活動を通して、箱ひげ図やヒスト

グラムのそれぞれのよさを理解

し、目的に応じて使い分けること

の必要性が分かる。 

Ａ２ ・知①（観察） ・思①（ノート） ・態①（観察） 

６ 単元全体の学習内容について

テストに取り組み、単元で学習し

たことがどの程度身に付いてい

るかを自己評価する。 

単元全体の学習内容について、

わかったことやできたこと、さら

に学習したいこと等について自

分の言葉でまとめることができ

る。 

Ｃ 

Ａ２ 

Ｄ２ 

〇知①（テスト） 

〇知②（テスト） 

〇思①（テスト） 〇態③（振り

返りシート） 
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６ 本時の指導（２／６時間） 

(1) 本時の授業 

箱ひげ図の箱や線の部分に含まれているデータの個数に着目し、データを整理し、四分位数を求

める活動や四分位数を読み取る活動を通して、箱ひげ図の意味について理解する。 

 

(2) 板書計画 

＊前時の復習はホワイトボードに掲示する 

 

Ｑ１ 2022 年のデータと箱ひげ図を比べよう 

 

 

四分位数：データを４等分した区切りの値（〇） 

四分位範囲：第３四分位数と第１四分位数の差（箱の幅） 

      データの 50％が含まれている 

箱ひげ図：最大値、最小値、四分位数を１つの図にまとめたもの 

各場所に入っているデータの個数は等しい。 

→箱が大きい＝散らばりが大きい 

箱ひげ図は多くのデータの分布の傾向を比較しやすい 

Ｑ２ 2018 年のデータを箱ひげ図に表そう 

手順１ 

最小値 

手順４ 

第 1 四分

位数 

手順３ 

中央値 

手順５ 

第 3 四分

位数 

手順２ 

最大値 

     

 

Ｑ３ 箱ひげ図からデータを読み取ろう 

年 最小値 第 1 四

分位数 

中央値 第 3 四

分位数 

最大値 

2022      

2021      

2020      

2019      

2018      
 

（ホワイトボード） 

『今年の夏は涼しかった？』を数学的に説明しよう 

 

・1 年生のときの方法だと、５年分のデータを比べるのは大変。 

度数分布表・ヒストグラム・最大値・最小値・平均値・最頻値・中央値 

 

 

 

 

 

 

箱ひげ図を貼る 

昇順に並べたデータを貼る（磁石を使う） 

箱ひげ図は何を表しているのだろ

う？？ 

箱ひげ図（５年分）を貼る 

箱ひげ図を貼る 

度数分布多角形 or ヒストグラム

を貼る 
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(3) 主な発問と指導上の留意点（※） 

＜問題把握・見通し＞ 

T：前の時間から「『気温に着目す

ると今年はどんな夏だった

か』を数学的に考えよう」とい

う学習に入りました。過去5年

分のデータをどのように比較

しましたか？ 

S：ヒストグラムで比べた。 

T：うまく比べることができまし

たか？ 

S：難しかった。 

T：そうですね。１年生に習った

ヒストグラムでは、５年分の

データを比較することは大

変だと感じました。そこで登

場したのが？ 

S：箱ひげ図です。 

T：前回はここまでで授業が終わ

りました。今日の授業では、こ

の箱ひげ図はいったい何を表

した図なのかということをみ

んなで考えたいと思います。 

（課題を書く） 

T：2022年を使って考えます。 

（昇順に並べたものを貼る） 

※生徒とやり取りをしながら、

最小値が一番左端、最大値が

右端に来ることを明らかにす

る。 

※箱の中にある線に着目させ、

データの中央値にあたる値を

〇で囲み、箱の中の線が中央

値を表していることを明らか

にする。 

※箱の両端に注目させ、中央値

と同様にデータの中央値にあ

たる値を〇で囲み、中央値よ

り小さいほう半分と大きいほ

うの半分のそれぞれのデータ

の中央値であることを明らか

にする。 

※箱ひげ図の縦の線の間隔に着

目させ、データがある位置を

しめす印を箱ひげ図に付ける

ことで、それぞれの間には同

じ数のデータが含まれている

ことや箱に全体の半分のデー

タがあることを明らかにす

る。 

T：あれ？５年分のデータを比べ

たいのに2018年の箱ひげ図が

ありません。今習ったことを

使って、2018年の箱ひげ図を

自分で書いてみましょう。 

（プリント①を配布する。表

に整理しながら、箱ひげ図を

かく。） 

T：５年分の箱ひげ図がそろった

ので、箱ひげ図の読み取りを

してみましょう。 

（プリント②を配布する。） 

T:中央値がもっとも大きいのは

何年ですか？ 

S：…年です。 

T：最大値がもっとも大きいのは

何年ですか？ 

S：…年です。 

T：最小値がもっとも小さいのは

何年ですか？ 

T：四分位範囲がもっとも小さい

のは何年ですか？ 

S：…年です。 

T：箱の中にもっとも多くのデー

タが含まれているのは何年で

すか？ 

S：箱の幅が大きい…年です。 

T：違います。どの年も 31 個の

データのうち、半分が箱の中

に入っています。なので、ど

の年もデータの個数は同じ

です。 

T:箱の幅が大きいということは

どういうことですか？ 

S:データが散らばっているとい

うことです。 

T：箱ひげ図にはどんなよさがあ

りそうですか？ 

S：中央値や最大値、最小値が比

べ易い。 

T：次の時間はこの５年分のデー

タを比較して、今年の夏は暑

かったといえるかどうかを考

えてみましょう。 
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